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概要

１ 本県における高齢透析患者数の推計 Ｐ２~５

２ 高齢透析患者に関する学会報告 Ｐ６~14

【日本透析医会介護委員会報告】

「介護関連入居施設側からみた透析患者や透析医療に関する意識および実態調査」結果の概要

３ 本日、ご意見をいただきたい内容 Ｐ15

４ 参考資料 Ｐ16~24
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外来 入院

140007710 人工腎臓（１日につき）（その他の場合） 1,580 572,157 605,531 236,733 232,132 68,635 123,240 125,013 60,177

140057810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

1,924 5,758,043 1,365,264 1,172,010 1,484,449 773,225 738,170 1,002,135 711,718

140057910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（４時間以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

2,084 30,499,170 2,553,060 7,283,713 5,965,115 1,841,489 3,660,085 3,240,111 1,315,562

140058010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

2,219 3,815,135 146,834 855,444 431,347 96,647 353,414 230,754 77,102

140058110
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

1,884 187,571 15,955 33,456 40,551 23,363 20,701 26,888 19,956

140058210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（４時間以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

2,044 851,170 25,316 187,080 156,732 46,191 92,734 81,853 32,460

140058310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

2,174 47,076 436 9,566 3,684 836 6,053 2,365 308

140058410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

1,844 39,285 20,464 11,607 11,053 5,229 5,879 8,868 4,741

140058510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（４時間以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

1,999 188,080 44,719 52,423 41,425 9,618 25,231 19,581 7,353

140058610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）

2,129 12,215 1,335 2,777 1,415 199 925 635 189

140060210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（４時間未満）（イを除く。）

1,798 113,803 23,120 25,058 29,787 12,050 14,928 19,003 11,172

140060310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（４時間以上５時間未満）（ロを除く。）

1,958 486,456 51,581 128,304 96,795 27,372 62,026 51,633 16,056

140060410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）
（５時間以上）（ハを除く。）

2,093 61,516 4,023 14,224 6,451 1,636 3,742 3,097 1,511

140060510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（４時間未満）（イを除く。）

1,758 1,567 523 424 433 133 222 201 77

140060610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（４時間以上５時間未満）（ロを除く。）

1,918 14,350 660 3,974 1,444 127 917 611 266

140060710
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）
（５時間以上）（ハを除く。）

2,048 2,589 28 414 52 0 21 164 0

140060810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（４時間未満）（イを除く。）

1,718 1,103 1,193 442 502 100 98 316 101

140060910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（４時間以上５時間未満）（ロを除く。）

1,873 4,174 1,507 877 1,196 384 703 639 377

140061010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）
（５時間以上）（ハを除く。）

2,003 242 70 113 0 0 0 0 0

42,655,702 4,861,619 10,018,639 8,504,563 2,907,234 5,109,089 4,813,867 2,259,126

3,554,642 405,135 834,887 708,714 242,270 425,757 401,156 188,261

296,220 33,761 69,574 59,059 20,189 35,480 33,430 15,688

21.1% 17.9% 6.1% 10.8% 10.1% 4.8%

厚生労働省ＮＤＢオープンデータ分析サイト（第７回ＮＤＢオープンデータ　診療年月：2020年04月～2021年03月）　

【分類コード・名称：J038　人工腎臓】

65～74歳 75～84歳 85歳以上

85歳以上

高齢者　男性

年間　  算定回数

月平均　算定回数

人工透析　患者数　（推計）　(月12回で試算)

85歳以上65～74歳

診療行為
コード

329,981全国　人工透析　患者数　（推計）

31.8% 28.0%

45.1% 25.6%

70.7%

10.9%

人工透析患者に
占める高齢者の割合

（233,297人）

点数診療行為
65～74歳

高齢者　女性

75～84歳

総計　全年齢
（算定回数）

75～84歳

１ 透析患者数（全国）推計 (透析患者に占める高齢者の割合）
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人口多い順⇒ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

140007710 人工腎臓（１日につき）（その他の場合） 1,580 1,177,688 134,787 67,531 75,056 49,319 69,418 50,950 57,525 68,058 45,532 36,987

140057810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）（４時間

未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,924 7,123,307 783,296 386,535 572,143 284,676 526,590 352,938 459,313 570,725 50,371 213,948

140057910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,084 33,052,230 2,925,619 2,184,060 2,237,242 2,130,947 1,770,664 1,538,497 1,273,716 1,246,700 1,046,171 1,168,305

140058010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）（５時間

以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,219 3,961,969 191,432 120,029 174,743 153,548 92,733 130,884 146,376 133,189 822,189 45,132

140058110
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）
1,884 203,526 28,146 15,885 0 0 21,615 4,372 8,433 11,631 1,306 35,640

140058210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,044 876,486 110,169 124,473 0 0 117,769 60,326 30,251 9,519 16,771 78,591

140058310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,174 47,512 8,186 3,843 0 0 9,831 5,949 954 172 5,894 1,453

140058410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,844 59,749 7,959 3,970 12,836 799 1,764 850 2,631 8,498 277 3,495

140058510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,999 232,799 33,892 25,366 22,035 3,872 5,273 3,586 2,215 12,218 2,056 38,083

140058610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,129 13,550 1,190 549 1,640 192 94 107 170 2,158 533 2,079

140060210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（４時間未満）（イを除く。）
1,798 136,923 11,641 8,163 7,839 758 5,999 14,832 6,044 27,807 376 2,677

140060310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。） 1,958 538,037 60,278 34,124 37,243 6,374 26,422 29,593 21,498 54,842 25,506 17,086

140060410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,093 65,539 6,463 761 3,522 209 681 2,783 2,221 3,890 13,049 1,346

140060510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間未満）（イを除く。） 1,758 2,090 14 0 0 0 101 0 13 361 0 124

140060610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。） 1,918 15,010 0 0 0 0 268 0 28 1,049 0 140

140060710
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,048 2,617 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

140060810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間未満）（イを除く。）
1,718 2,296 218 47 761 112 13 23 174 130 0 35

140060910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。）
1,873 5,681 1,583 91 569 391 12 49 74 137 0 499

140061010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,003 312 142 0 0 27 0 0 0 0 47 0

47,517,321 4,305,015 2,975,427 3,145,629 2,631,224 2,649,247 2,195,739 2,011,636 2,151,084 2,030,078 1,645,620

3,959,777 358,751 247,952 262,136 219,269 220,771 182,978 167,636 179,257 169,173 137,135

329,981 29,896 20,663 21,845 18,272 18,398 15,248 13,970 14,938 14,098 11,428

233,297 21,136 14,609 15,444 12,919 13,007 10,780 9,877 10,561 9,967 8,080

1 3 2 5 4 6 9 7 8 10透析患者多い順⇒

人工透析　患者数　（推計）　(月12回で試算)　　Ａ

人工透析　高齢者患者数　（推計）　(Ａ×70.7%で試算)

診療行為
コード

診療行為 点数

厚生労働省ＮＤＢオープンデータ分析サイト（第７回ＮＤＢオープンデータ　診療年月：2020年04月～2021年03月）　

東京都

年間　算定回数

月平均　算定回数

全国　総計
（算定回数）

北海道 福岡県 静岡県神奈川県 大阪府 愛知県 埼玉県 千葉県 兵庫県

【分類コード・名称：J038　人工腎臓】

〇本県は、東京都（29,896人）、大阪府（21,845人）に次いで人工透析患者数が多く20,633人、内、高齢者は14,609人と推計

１ 透析患者数推計 都道府県比較（人口が全国10位までの都道府県）
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１ 二次医療圏別・透析患者数推計【分類コード・名称：J038 人工腎臓】

厚生労働省ＮＤＢオープンデータ分析サイト（第７回ＮＤＢオープンデータ 診療年月：2020年04月～2021年03月）

4

【分類コード・名称：J038　人工腎臓】

140007710 人工腎臓（１日につき）（その他の場合） 1,580 67,488 24,610 5,397 4,830 8,396 5,862 8,292 3,496 4,882 1,723

140057810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）（４時間

未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）
1,924 386,499 181,686 21,969 32,676 27,650 32,352 31,632 29,181 18,954 10,399

140057910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,084 2,184,003 824,941 116,356 144,566 210,300 223,159 264,849 155,590 158,523 85,719

140058010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,219 120,029 63,193 4,677 8,485 5,886 4,029 13,017 8,793 5,422 6,527

140058110
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,884 - - - - - - - - - -

140058210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,044 - - - - - - - - - -

140058310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 2,174 - - - - - - - - - -

140058410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,844 845 307 538 - - - - - - -

140058510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）（４時間

以上５時間未満）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。） 1,999 14,813 174 1,301 - - 13,338 - - - -

140058610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（５時間以上）（別に厚生労働大臣が定める患者に限る。）
2,129 - - - - - - - - - -

140060210
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（４時間未満）（イを除く。）
1,798 7,951 1,739 244 - 116 - 101 1,723 869 3,159

140060310
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。） 1,958 34,005 5,400 2,077 681 3,882 208 1,580 5,147 2,353 12,677

140060410
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合１）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,093 448 99 77 - - - - - - 272

140060510
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間未満）（イを除く。）
1,758 - - - - - - - - - -

140060610
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。） 1,918 - - - - - - - - - -

140060710
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合２）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,048 - - - - - - - - - -

140060810
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間未満）（イを除く。）
1,718 - - - - - - - - - -

140060910
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（４時間以上５時間未満）（ロを除く。） 1,873 - - - - - - - - - -

140061010
人工腎臓（１日につき）（慢性維持透析を行った場合３）

（５時間以上）（ハを除く。） 2,003 - - - - - - - - - -

2,816,081 1,102,149 152,636 191,238 256,230 278,948 319,471 203,930 191,003 120,476

234,673 91,846 12,720 15,937 21,353 23,246 26,623 16,994 15,917 10,040

19,556 7,654 1,060 1,328 1,779 1,937 2,219 1,416 1,326 837

13,826 5,411 749 939 1,258 1,370 1,569 1,001 938 592

政令３市(8,358人） 60.4% 100.0% 39.1% 5.4% 6.8% 9.1% 9.9% 11.3% 7.2% 6.8% 4.3%

年間　  算定回数

月平均　算定回数

人工透析　患者数　（推計）　(月12回で試算)

県央 湘南東部 湘南西部 県西

※集計結果が10未満および算定医療機関が3未満の場合は「‐」で表示（10未満の箇所が1箇所の場合は10以上の最小値を全て「‐」で表示）

二次医療圏

圏域　計点数診療行為
診療行為
コード

人工透析　高齢者患者数　（推計）　(Ａ×70.7%で試算)

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀
・三浦
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Ａ Ｂ Ｃ Ｃ／Ｂ Ｃ／Ａ

横浜 946 738 208 110 67 (2) (0) (1) (1) 43 (21) (2) (8) (6) (5) 2,977 27.1 3.1

川崎北部 275 193 82 19 12 (1) (0) (1) (0) 7 (1) (0) (0) (0) (1) 412 21.7 1.5

川崎南部 135 105 30 17 8 (0) (0) (0) (0) 9 (3) (0) (0) (0) (3) 517 30.4 3.8

相模原 204 169 35 24 12 (1) (0) (0) (1) 12 (5) (0) (2) (1) (2) 692 28.8 3.4

横須賀・三浦 230 174 56 19 10 (2) (0) (0) (2) 9 (3) (0) (0) (1) (2) 754 39.7 3.3

県央 189 147 42 29 17 (1) (0) (0) (1) 12 (3) (0) (2) (0) (1) 863 29.8 4.6

湘南東部 174 128 46 20 11 (2) (0) (0) (2) 9 (5) (1) (2) (0) (2) 551 27.6 3.2

湘南西部 169 117 52 20 12 (0) (0) (0) (0) 8 (2) (0) (0) (1) (1) 516 25.8 3.1

県西 117 88 29 14 7 (1) (0) (0) (1) 7 (1) (0) (0) (0) (1) 325 23.2 2.8

合計 2,439 1,859 580 272 156 (10) (0) (2) (8) 116 (44) (3) (14) (9) (18) 7,607 28.0 3.1

※　人工透析実施医療機関は、関東信越厚生局神奈川事務所公表の施設基準届出一覧（令和５年3月1日時点）において人工腎臓（J038）の届出をしている医療機関を抽出

※　在宅療養支援診療所、在宅療養（後方）支援病院は、関東信越厚生局神奈川事務所公表の施設基準届出一覧（令和５年3月1日時点）において当該施設基準の届出をしている医療機関を抽出

※　介護施設数は、JMAP（地域医療情報システム）から転記（介護施設情報2022年9月時点）

１人工透析
実施医療機

関当たり
75歳以上

透析患者数

１介護施設
当たり75歳
以上透析患

者数合計 入所型
介護施設

特定
施設

合計

在後病

※　入所型施設：特養（地域密着型を含む）、老健、介護療養型医療施設、
　　　介護医療院、グループホーム、小多機、看多機の集計

診療所

（内、在宅療養支援診療所）

病院

（内、在宅療養（後方）支援病院）

支援診１
（単独型）

支援診２
（連携型）

支援診３
（その他）

支援病１
（単独型）

支援病２
（連携型）

支援病３
（その他

二次医療圏

介護施設　計 人工透析実施医療機関　計 
７５歳以上透

析患者数

推計

二次医療圏別・透析患者数推計 【分類コード・名称：J038 人工腎臓】

厚生労働省ＮＤＢオープンデータ分析サイト（第７回ＮＤＢオープンデータ 診療年月：2020年04月～2021年03月）

5

透析患者数
推計

割合
75歳以上

透析患者数
推計

① ② ①×②

横浜 7,654 0.389 2,977

川崎北部 1,060 0.389 412

川崎南部 1,328 0.389 517

相模原 1,779 0.389 692

横須賀・三浦 1,937 0.389 754

県央 2,219 0.389 863

湘南東部 1,416 0.389 551

湘南西部 1,326 0.389 516

県西 837 0.389 325

合計 19,556 0.389 7,607

二次医療圏
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【ポイント】
〇 透析患者の受入れ実績では、介医型（介護療養型医療施設・介護医療院）、認知型（グループホーム）、老健（介護老人
保健施設）、特養（介護老人福祉施設）で受入率が低い。

〇 一方、特定型（介護付有料老人ホーム、ケアハウス、軽費老人ホーム）、住宅型（住宅型有料老人ホーム）、サ高住
（サービス付き高齢者住宅）で受入率が高い。

合計 特養 老健 介医型 特定型 認知型 住宅型 サ高住

調査施設数 Ａ 2,418 406 180 71 245 673 646 197

回答施設数 Ｂ 1,914 338 132 50 224 517 510 143

回答率（%) Ｂ/Ａ 79.2% 83.3% 73.3% 70.4% 91.4% 76.8% 78.9% 72.6%

現在、透析患者を受入れ中 Ｃ 434 58 10 1 90 33 180 62

受入率(%) Ｃ／Ｂ 22.7% 17.2% 7.6% 2.0% 40.2% 6.4% 35.3% 43.4%

過去５年間、受入れ実績有 Ｄ 639 83 17 3 136 63 262 75

受入率(%) Ｄ／Ｂ 33.4% 24.6% 12.9% 6.0% 60.7% 12.2% 51.4% 52.4%

２ 高齢透析患者に関する学会報告について

6

【日本透析医会介護委員会報告】
「介護関連入居施設側からみた透析患者や透析医療に関する意識および実態調査」
結果の概要について

〇調査対象及び方法
・福岡県内の介護関連入居施設を対象に2018年８月にアンケート調査（郵送）※を実施

※アンケート調査項目は、参考資料の２ページ参照

【施設類別調査結果の概要】調査項目：透析患者の受入れ状況について
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【ポイント】
〇 介護施設の経営母体は全体の９２．４％で透析医療との関連はなく、同じ敷地内で透析が可能な介護施

設は、２．２％
〇 老健、介医型の経営母体では、それぞれ２１．２％、１６．０％と実施率が他の施設に比べ高い。
〇 一方、特養、認知型の経営母体では、それぞれ４．７％、４．８％と実施率が低い。

※参考資料の３ページをもとに作成

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

7

合計 特養 老健 介医型 特定型 認知型 住宅型 サ高住

調査施設数 Ａ 2,418 406 180 71 245 673 646 197

回答施設数 Ｂ 1,914 338 132 50 224 517 510 143

回答率（%) Ｂ/Ａ 79.2% 83.3% 73.3% 70.4% 91.4% 76.8% 78.9% 72.6%

同じ敷地内で実施 ① 42 1 17 5 3 4 6 6

別の離れた場所で実施 ② 103 15 11 3 19 21 27 7

実施していない ③ 1,769 322 104 42 202 492 477 130

④ 1,914 338 132 50 224 517 510 143

% 7.6% 4.7% 21.2% 16.0% 9.8% 4.8% 6.5% 9.1%

内、同じ敷地内で実施（①／④） % 2.2% 0.3% 12.9% 10.0% 1.3% 0.8% 1.2% 4.2%

% 92.4% 95.3% 78.8% 84.0% 90.2% 95.2% 93.5% 90.9%

実施率（（①＋②）／④）

未実施率（③／④）

経営母体で透析医療を実施しているか

計

調査項目：介護施設の経営母体で透析医療を実施しているか？
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【ポイント】

〇 透析医療機関と経営的
に関連性がある介護施設と
そうでない（無関係の）施
設を比較すると、関連性の
ある施設の５年間受入れ経
験率は５５．２％であるの
に対し、無関係の施設は、
３１．６％と明らかな差が
認められる。

〇受入れ率の低い特養、老
健、介医型においても、透
析施設の関連施設において
は、無関係の施設よりも受
入れ率の割合が有意に高い。

経営母体が透析を行ってい
るかどうかは患者受入れ率
に大きな影響を与えている
と考えられるが、認知型で
は、２０．０％と受入れ率
は相対的に低い。

※参考資料の５ページをも
とに作成

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

8

経営母体の透析関連性別・過去５年間の透析患者受け入れ率

受入率
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【ポイント】
〇 介護施設入居費の月額比較では、入居費用が高い施設ほど透析患者の受入れ経験率が高い傾向が認められる。
〇 看護師の勤務状況をみると、看護師が常時勤務している割合が高いほど受入れ経験率が高い。

※参考資料の５・６ページをもとに作成

２ 高齢透析患者に関する学会報告 【施設類別調査結果の概要】

9

過去５年間の透析患者受入れ経験別・介護施設全体の概要

比 ％

有／無 有／総数

① ② ①／② ①／（①＋②）

12万円未満 223 609 0.37 26.8%

16万円未満 288 523 0.55 35.5%

20万円未満 99 129 0.77 43.4%

24万円未満 23 13 1.77 63.9%

24万円以上 6 1 6.00 85.7%

常時いる 213 345 0.62 38.2%

いるが、常時ではない 337 677 0.50 33.2%

通常いない 89 253 0.35 26.0%

経験無し
施設数

経験有り
施設数質問項目

毎月の自己負担の総額は？

施設内に看護師はいますか？
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【ポイント】施設別・受入れ困難理由について
〇 特養・特定型では、「送迎問題」の割合が最も高い。
〇 老健・介医型では、「制度問題」の割合が最も高い。
〇 認知型では、「医療対応」の割合が最も高い。
〇 住宅型・サ高住では、「不安感無」の割合が最も高い。
〇 全般的に受入れ経験有では「不安感無」の割合が高い。

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

10

施設別・過去５年間の受入れ経験別・受入れ困難の主な理由
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【ポイント】
〇 透析患者の受入れ意向を比較す

ると、経験あり施設では受入れ意
向の回答が約９割を占める一方、
経験なし施設では積極的な受入
れは少なく、現状での受入れは困
難とする施設が７割を占める。

〇 透析医による勉強会や講演会へ
の期待に関しては、経験なし施設
では、受入れ予定がないので不要
とする回答が最多である一方、経
験あり施設では、患者の入居時に
具体的な説明があればよいとする
回答が約５割を占める。

〇 透析施設見学の希望では、経験
なし施設では希望しないとする回
答が４割を占める一方、受入れ有
無にかかわらず見学したい、受入
れ要請があれば見学したいとのす
る回答が約５割を占める。

〇 透析施設への通院支援に関して
は、受入れ経験有無にかかわらず、
通院支援があれば受入れは増える
と思うとする回答が最多である一
方、経験なし施設では、どのよう
な通院支援があるかよく知らない
とする回答が約４割％を占める。

※参考資料の６・７ページをもとに作成

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

11

過去５年間の受入れ経験別・透析患者受入れに関する意識調査
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【ポイント】

〇 医療・介護面について非透析入
居者と比較し透析患者に問題が
あったかの質問では透析患者も非
透析入居者と同じであったとする
回答が４２．９％を占める一方、
主に医療面で問題が多いとする回
答が２６．２％を占める。

〇 初めて受入れた時の不安感につ
いて、予想よりも問題は少なかっ
たとする回答が４１．５％を占め
る一方、予想よりも問題は大き
かったとする回答が１８．５％を
占める。

〇 透析患者に特別な配慮をしたか
の質問では、特に配慮したことは
ないとする回答が１６．１％に留
まる一方、食事面を中心に様々な
配慮を入居中に要したとの回答が
多くを占める。

※参考資料の８・９ページをもとに作成

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

12

過去５年間に受入れ経験有りの施設が感じた問題点



Kanagawa Prefectural Government 

２ 高齢透析患者に関する学会報告【施設類別調査結果の概要】

13

透析施設との連携に関する介護施設からの声（参考資料の11ページから抜粋）
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２ 高齢透析患者に関する学会報告【実態調査結果の概要】

14

高齢透析患者の入居受入れを促進するための対策

（参考資料の１ページ【結語】を転記）

〇 透析施設による勉強会の開催などの積極的な啓発活動

〇 ケアマネジャーを含めての密な相互連絡

〇 患者急変時対応の指導や連携強化の工夫

〇 送迎を含めた通院支援 など
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３ 本日、ご意見をいただきたい内容

15

（まとめ）
〇 今後、後期高齢者層の透析患者を中心に身体機能の低下等による自力通院の困難化を契機

に透析治療の継続が可能な介護関連入居施設への入居ニーズの増大が想定される。
〇 実態調査結果では、施設サービスに着目すると、特養では、主に「送迎問題」と「急
変不安」、老健・介医型施設では、主に「制度問題」と「急変不安」を理由に透析患者の受
入れ率が低い。（P10）

〇 施設全般にみられる傾向として、
・透析医療機関と経営的に関連性がある介護施設では、透析患者の受入れ率が関連性がな
い介護施設に比べ明らかに高い。（P８）

・過去に受入れ経験があると「不安感無」（受入れが困難という認識は特にない）の割合
が高い。（P10）

【本日、ご意見をいただきたい内容】

〇 透析患者を受け入れている介護施設の好事例をご存じでしたら、情報提供いただきたい。
〇 過去に透析患者の受入れ実績がない介護施設の不安感を軽減するため、地域の医療・介護

事業者において、どのような連携・取組ができるのか？
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【参考資料一覧】

●神奈川県 令和５年第一回定例会（令和５年2月22日）
答弁 藤井深介議員 一般質問（③人工透析が必要な高齢者への支援について）

●介護老人福祉施設の基準

●介護老人福祉施設における医療の提供について

●介護老人保健施設の概要について

●介護医療院の概要について

●高齢化率・高齢者年齢層の変化（2020年～2045年）

∟高齢者に占める75歳以上85歳未満の割合

●要支援・要介護高齢者の移動支援のための介護給付・事業

16

４ 参考資料
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（参考）神奈川県 令和５年第一回定例会（令和５年2月22日）
答弁 藤井深介議員 一般質問（③人工透析が必要な高齢者への支援について）

17

神奈川県議会会議録検索システムから抜粋

人工透析が必要な高齢者への支援について伺います。
2020年現在、人工透析を行っている方は県内に約２万2,000人おられ、毎年2,000人以上の方が新た

に人工透析を開始されております。
全国では、透析患者の65歳以上の比率は約７割であり、本県においても、人工透析を行いながら

生活されている多くの高齢者がいらっしゃいます。
先日、人工透析をされている高齢者の方々から様々なお話を伺う機会があり、特に不安を感じて

いることとして、介護が必要な状態になり、在宅での生活が難しくなった場合、特別養護老人ホー
ムへ入所しながら、週３回の頻度で１回４時間と言われる通院を続けていくことは難しいというこ
とでした。

これは全国的な問題のようであり、福岡県の医療関係者が、2018年に、県内の介護施設に対し
行った調査結果では、透析患者が介護施設に入りたくとも受け入れてくれる施設が少ないといった
実態があるとのことでした。

その調査結果を具体的に見てみると、施設側の受入れが進まない理由としては、施設から透析医
療機関への送迎問題が67％、患者の急変が56％、職員の理解が31％となっており、施設が透析医療
機関への通院の付添いや送迎などに十分に対応できないことや、透析患者の介護への不安がかいま
見られます。

一方、透析患者を受け入れた施設の41％は、予想より負担が少なかったと回答しており、今後、
受入れ経験のない施設の方々に、実際に受け入れた施設の状況を知っていただく必要があると考え
ます。

本県においても、県内の透析が必要な高齢者の方々が他の高齢者の方々と同じように、特別養護
老人ホームに入所できるよう、例えば、施設の皆さんに透析患者の理解を深める機会を設けるなど、
入所促進に向け、一歩踏み出していくべきと考えます。

そこで、知事に伺います。
人工透析が必要な高齢者の特別養護老人ホームへの入所促進に向けて、どのように取り組んでい

くのか、所見を伺います。
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（参考）神奈川県 令和５年第一回定例会（令和５年2月22日）
答弁 藤井深介議員 一般質問（③人工透析が必要な高齢者への支援について）

18

神奈川県議会会議録検索システムから抜粋

【知事答弁】

次に、人工透析が必要な高齢者への支援についてお尋ねがありました。
人工透析が必要な高齢者が増加する中、透析患者の方が安心して暮らすことができる環境を整え

ることは大変重要です。
透析患者の団体からは、医療と介護の機能を併せ持った介護医療院の整備などの要望を受けてお

り、県は施設整備費等を補助し、現在、県内に14施設が開設されています。
一方、透析患者の中には、介護が必要となり、在宅の生活が難しくなった際に、身近な地域にあ

る特別養護老人ホームへの入所を希望される方もいます。
特別養護老人ホームに透析患者が入所する場合、日々の細やかな体調管理に加え、週３回、１回

当たり半日程度かかる通院への付添いが生じますが、この支援は介護報酬に算定されていません。
このように、手厚い人員体制が求められる上に、経営的にも大きな負担となるため、特別養護老

人ホームにおいて、透析患者の受入れは進んでいない現状があります。
このため、県は、透析患者を受け入れた場合に生じる施設の負担を介護報酬でしっかりと評価す

るよう、国に要望しています。
一方で、透析患者を受け入れる施設もありますので、医療機関との連携状況や通院時の対応など、

受入れの好事例を医療・介護関係団体等が参加する会議で共有し、透析患者の受入れに向けた意見
交換を行っていきます。

県は、透析患者をはじめ、全ての高齢者が希望する介護サービスの提供を受けながら、安心し
て暮らしていけるよう、取り組んでまいります。
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【新規要支援・要介護認定者の平均年齢】

H28 H29 H30 R1 R2 R3

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

全国 80.7 80.8 80.9 81.4 81.4 81.5

神奈川県 80.0 80.2 80.3 80.8 80.9 81.0

地域包括ケア「見える化」システムから抽出　（時点）令和3年(2021年)

【新規要支援・要介護認定者における認定区分の状況】 単位：％

認定区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

全国 26.0 17.0 24.8 12.2 7.3 7.7 5.1

神奈川県 24.5 18.3 23.7 12.3 7.1 8.1 6.0

地域包括ケア「見える化」システムから抽出 （時点）令和3年(2021年)

高齢化率・高齢者年齢層の変化（2020年(R2）～2045年(R27））

神奈川県高齢福祉課作成
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【高齢者に占める75歳以上85歳未満の割合】
【ポイント】
〇2025年に28市町村で高齢者に占める75歳以上85歳未満の割合が最多
〇当該年齢区分で高齢者に占める新規認定者の割合が最多（県：48.2％）

〇本県の新規認定者の平均年齢は80.9歳（R2実績）
〇本県の新規認定者の認定区分は、要支援１と要介護１が多い(R2実績）

【高齢者における新規認定者（要支援・要介護）の年齢構成】

新規認定者数 構成比 新規認定者数 構成比

65歳以上74歳未満 234,401 18.8 16,778 19.5

75歳以上85歳未満 559,357 44.8 41,570 47.4

85歳以上 455,907 36.5 27,922 33.1

合計 1,249,665 100.0 86,270 100.0

地域包括ケア「見える化」システムから抽出：（時点）令和3年(2021年)

全国 神奈川県
年齢区分
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要支援・要介護高齢者の移動支援のための介護給付・事業 県高齢福祉課作成
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サービス内容・目的 対象者 根拠法律 主な財源

市町村単独事業
福祉タクシー利用券交
付事業

在宅で重度の障がいのある方等の社
会参加支援のための福祉タクシー利
用券の交付

市町村が外出時に移動の支援が必
要と認めた障害者（身体・知的・
精神）等

条例
公費
市町村100%

介護給付
訪問介護
（通院等乗降介助）

要介護者の通院等のために事業所の
訪問介護員等が自ら運転する車両へ
の乗車・降車の介助を行い、①乗車
前後の屋内外での移動等の介助、ま
たは、②通院先等での受診等の手
続・移動等の介助を１対１で行う
サービス。
※運転時間中の移送行為や運賃は介
護報酬の対象外

居宅（自宅・有料老人ホーム・ケ
アハウス・サービス付き高齢者向
け住宅等）で生活している要介護
被保険者

地域支援事業
介護予防・日常生活支
援総合事業
（訪問型サービスＤ）

要支援者等が通院等をする場合にお
ける送迎前後の付き添い支援※

※付き添い支援の担い手に対する補
助

・要支援被保険者
・基本チェックリスト該当者
・継続利用居宅要介護被保険者

市町村特別給付 移送サービス
要介護状態等の軽減又は悪化の防止
に資する保険給付として条例で定め
るもの

要支援・要介護被保険者（市町村
が対象者を指定）

介護保険
（一号保険料）

移動支援のための給付・事業

介護保険法

介護保険(50％）
公費
：国25％
：県12.5%
：市町村12.5％

※福祉タクシー（福祉有償運送）とは、高齢者や障害者など、公共交通機関を使用して移動することが困難な方を対象に、社会福祉協議会、訪問介護事業者
やNPO等が通院、通所、レジャー等を目的に有償で行う送迎サービス。運送の対価（運賃）は、タクシー料金の２分の１を目安に各福祉有償運送業者ごとに設
定。利用する場合は事前に各福祉有償運送事業者への会員登録が必要。


